
天 

地 

【折イメージライン】山折 
※PDFに保存する前に線を削
除してください。 

一般社団法人 山形県手をつなぐ育成会 広報誌 第54号 ◎発行日 ： 2022年２月 
◎編集・発行 ： 山形県手をつなぐ育成会 
           広報委員会         
       （佐藤洋美・藤田浩司・高橋郁子）  

広報誌の名前を変更致しました！ 
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一般社団法人山形県手をつなぐ育成会 理事長 阿部高之 

あけましておめでとうございます 
  

 皆様にとりまして、安らぎに満ちた年になりますよう心よりお祈り申し上げます。 

 さて、昨年は、とりわけ感染症に弱い立場の知的しょうがいのある方々を守るため、対策に努めてまいり

ましたが、それにより福祉大会やレクリエーション大会などの活動を制動するものとなり、人と人との結び

つきが希薄になってしまい残念で辛いものとなりました。今年こそは活発な活動をと期待して迎えた新年、

新型コロナウイルスの感染は、年が明けてからも猛威をふるい拡大の一途を辿り、終息の時を見通せな

い状況にあります。 

 今、育成会に求められているのは、活動の停滞を最低限にとどめるために、オンライン配信やDVDの活

用などの創意工夫を行うことだと思います。そして、感染対策をしっかりと行い、明日への力を蓄えておく

ことが大事だと思います。 

 歩みを止めるのではなく、手をつなぎ、一歩一歩進んでまいりましょう。 

「ともに手をつなぐ」 第54号  ① ④ 「ともに手をつなぐ」 第54号  

  この度の受賞につきましては、日頃よりご協力頂いておりま

す関係者の皆様のおかげと深く感謝しております。 

『家庭教育応援・ボランティア団体アベルんち』は「つながり、出

会い、発見」をキーワードに、人・家庭・地域が元気になるような

場づくりや活動を展開し、地域貢献する事を目的としています。

お母さんが笑顔で元気でいることが、家庭、そして地域の笑顔・

元気につながると信じ、楽しい活動を行ってきました。活動は、

各地域の学校で読み聞かせをしている仲間が集まって開いた

絵本ｄe茶話会から始まり、パステル画、羊毛フェルト、消しゴム

はんこなどのワークショップや、地域を知ろうのお出かけツアー

等を行っています。そして、不登校や発達障がい、社会参加が苦

手なお子さんをもつ保護者や支援者の方の集い「リースの会」

がうまれ、今ではハンモックのように、いろんな繋がりを更に広

げていく活動を続けています。そして、参加してくれた方の笑顔

と元気が私たちアベルんちの原動力になっています。   

                      （アベルんち代表 佐藤成美） 

  村山産業高等学校等の協力による「む

らやま徳内まつり」での「たてとくばやし」

の披露、保護者の主体的な取材･編集で

作成されたPTA新聞の配布による地域

への発信、読み聞かせや障がいのある子

どもの養育等に係る研修会、地域の方々

を講師に招いてのパラスポーツ体験や地

域交流等の特色ある活動に取り組んで

こられました。 

 学校の教育活動の発信と地域の絆づく

りをめざした積極的な取組みが、学校周

辺地域の活性化につながっているそうで

す。 

 このたび広報誌の題名を「手をつなぐ親たち」から「ともに手をつなぐ」へ変更致しました。
そこには、親だけでなく地域・事業所・行政・学びの場など．．．いろいろな方とつながり親な
き後も我が子たちが安心して楽しく生活できるように、切れ目ない支援を願う我々の思いが込め
られています。今後もたくさんの方と手をつなぎ、誰もが住みやすい地域になっていくことを望
んでいます。   
                          広報委員長 佐藤 洋美  
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        米沢市手をつなぐ育成会 会長  我妻 壽光 氏 
 
  米沢市手をつなぐ育成会会長の我妻壽光氏が、これまでの多大な功績を認められ、  
全国手をつなぐ育成会連合会会長表彰受賞の栄に浴されました。 
（本県関係者としては、５年ぶりの受賞となります。） 
  心からお喜び申し上げますとともに、今後、ますますのご発展とご活躍をお祈り申し上
げます。 

祝 全国手をつなぐ育成会連合会会長表彰 受賞 

  戸沢村手をつなぐ育成会は、令和3年度は14名の会員で構成されています。昨年より、新型コロナウイル

スの感染予防対策として村外での活動を自粛せざるを得ない状況ではありますが、感染対策を講じながら

村内で活動を続けております。最近の力を入れていることは「親なき後の支援」についての研修会です。講

師に行政書士の鈴木 直氏をお願いし、ご自身の体験や事例なども交えながら、分かりやすく丁寧に説明し

て頂いております。以前から取り組んでいる内容ですが、 

課題を細分化し、じっくり時間をかけることで自分事として捉えることができ、 

実感も湧いてきたと会員からの声もありました。今後、誰しもが直面する問題 

で考えていく必要があります。 

 これからも困ったときは、一人で悩まず相談し、解決できる体制をつくり、 

安心して暮らせるようサポートしていきたいと考えております。    （戸沢村手をつなぐ育成会 事務局） 

戸沢村手をつなぐ育成会 

  養護学校で一緒だった保護者からの勧めもあ

り、戸沢村手をつなぐ育成会に入会しました。 

初めて参加した総会では同年代の参加者も少な

くて娘も仲良くできるか不安でしたが、親子で楽

しく活動しています。今年度は、「親なき後」という

ことで勉強会をしていますが、同じ悩みを持つ者

同士なので年代関係なく討論し、いろんな考えを

聞かせていただく事で大変有意義な研修会に

なっています。今後もいろいろ活動に積極的に参

加していきたいと考えております。 

 若い世代の会員が増えるように進んで情報発信

をします。（戸沢村手をつなぐ育成会 会員） 

 今年の3月、初めて育成会の交流会
に参加してぽんぽ館でみんなと一緒
にダンスを教えてもらいました。楽
しいダンスとちょっと難しいダンス
でとても面白かったです。また、み
んなと一緒に遊びたいです。 

② 「ともに手をつなぐ」 第54号   

 
 
  令和3年5月に開所してから、利用者の方々と制作活動を行い、様々な作品を

作ってきました。手に直接、絵の具を付けて画用紙に模様を描いたり、紙すきを

したり、ランプシェードを作ったりなどしてきました。楽しみながら作っていく

過程を大切にするとともに1人ひとりの持ち味が出る作品になると面白いのでは

ないかと思います。そして、展示会を行い、たくさんの人に見て、知っていただ

きたいというのが目標です。これからも試行錯誤しながらですが、『その人らし

さ』『その人だからできるもの』を「アート」にできたらいいと思います。 

今回は 
最上地区です 

あとりえ・くれよん 

「ともに手をつなぐ」 第54号  ③ 

 就労継続支援Ｂ型と生活介護事業を行っています。 

馬と共に生き、馬と共に働く喜びと豊かさを利用者の皆さんと味わっていきた

いと思っています。馬のお世話、乗馬や馬車のお手伝いなどをします。その他

にも体に優しいお菓子やミネラルたっぷりのふりかけ作りをしています。 

ご興味のある方はご連絡ください。               （井上） 

セラピーファームめごたま 
最上郡金山町 

新庄市 
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